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DQヘルプラインが提供する企業向けセミナー

データ保護時代のグローバル コンプライアンス
〜ＥＵ⼀般データ保護規則の最新動向を踏まえて〜

２０１７年７⽉２０⽇（⽊）に開催しました

企業のリスク対策の総合⽀援を⾏う株式会社ディー・クエスト（東京都千代⽥区、代表：脇⼭太介）は、２０
１７年７⽉２０⽇（⽊）に「データ保護時代のグローバル コンプライアンス 〜ＥＵ⼀般データ保護規則の最新
動向を踏まえて〜」と題したビジネス セミナーを開催いたしました。

 
世界的に企業不正に対する取り締まりが厳しくなる中、⼦会社での不祥事の責任が親会社に問われるケースが

増えており、企業の不祥事や不正の早期発⾒のための切り札として内部通報制度が注⽬されています。⼀⽅で、
海外からの情報移転については、個⼈の権利としての個⼈情報保護がより強く求められており、そのせいもあっ
て制度設計は⼀筋縄ではいきません。

本ビジネス セミナーでは、データ保護が最も“アツい”本場ドイツから弁護⼠をお招きし、また、特捜部検事
としてのご経歴を有し不正対策に詳しい弁護⼠と共に、海外法の最新動向をお伝えいたしました。また、弊社の
有する豊富な第三者通報窓⼝の導⼊経験・運⽤経験を題材に、リアルな内部通報を事例として取り上げ、ディス
カッション形式で具体的な対応策について説明いたしました。

 
株式会社ディー・クエストでは、内部通報制度の活⽤による企業の毀損防⽌・価値向上を主題に、今後とも内

部通報制度の重要性を広く知っていただくための取り組みを続けてまいります。
８⽉３０⽇（⽔）には「グローバル内部通報制度の導⼊・運⽤上の留意点」と題したセミナーを開催いたしま

す。

■ セミナーの概要・様⼦

⽇時 ２０１７年７⽉２０⽇（⽊）１３：３０〜１６：３０

場所 連合会館 
〒101-0062 東京都千代⽥区駿河台３－２－１１

内容 基調講演１：データ保護時代のグローバルコンプライアンス
海外⼦会社管理のためのグローバル・コンプライアンスと内部通報制度
グローバル内部通報制度の導⼊・運⽤に際しての留意点
各国の法制や特殊性を踏まえた留意点

基調講演２：ＥＵ⼀般データ保護規則の最新動向
指令から⼀般データ保護規則 (GDPR) へ
データ処理の要件と制裁⾦の基準
個⼈データの移転の論点
最近のＥＵデータ保護規則の第29条作業部会のガイドラインの説明

パネル ディスカッション：グローバル コンプライアンス体制構築における内部通報制度の活⽤法
導⼊例を基にグローバル内部通報について検討する



渥美坂井法律事務所・外国法共同事業
BVR チーム リーダー／シニア パー
トナー 弁護⼠ 
早川 真崇 ⽒
東京⼤学法学部卒業後、東京地⽅検察
庁特捜部、ワシントン⼤学客員研究
員、法務省刑事局を経て、2014 年に
弁護⼠登録。2016 年に弁理⼠、公認
不正検査⼠登録。検事時代の捜査・公
判経験や法務省刑事局での経験を活か
し、有事対応のほか平時のコンプライ
アンス体制の構築、内部通報制度の構
築・運⽤等に関する助⾔等幅広く扱
う。

ドイツ連邦共和国弁護⼠、渥美坂井ヤ
ンセン弁護⼠法⼈ フランクフルト オフ
ィス (Atsumi Sakai Janssen
Rechtsanwaltsgesellschaft mbH)
代表 パートナー 
フランク ベッカー ⽒
クロスボーダーM&A、LBO（レバレッ
ジド バイアウト）取引、ジョイントベ
ンチャー等を主に取り扱うほか、⽇本
企業の対独投資や、会社法・商法に関
し、フランクフルトよりアドバイスを
⾏っている。

早川 真崇 ⽒による基調講演１「デー
タ保護時代のグローバル コンプライ
アンス」の様⼦

フランク ベッカー ⽒による基調講演
２「ＥＵ⼀般データ保護規則の最新動
向」の様⼦

株式会社ディー・クエスト 李の司会
で、基調講演の講師お⼆⼈と「グロー
バル コンプライアンス体制構築にお
ける内部通報制度の活⽤法」について
パネル ディスカッションを⾏いまし
た。

講師紹介

会場⾵景

本件に関するお問い合わせ
株式会社ディー・クエスト 
〒101-0062 東京都千代⽥区神⽥駿河台３－４ ⿓名館本店ビル１２階 
担当：広報室 内藤（ tel：03-5296-8333 / email：pr@d-quest.co.jp ）

2017/08/03 会場⾵景の写真の掲載順序を間違えておりましたため訂正いたしました。
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